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【注意喚起】地震などの自然災害に備えた食料品等の備蓄について 
コスタリカ地震火山観測所（OVSICORI）は、プンタレナス県ゴルフィート市ブリカ地区（オサ半島）

周辺において、今後１０年以内にマグニチュード７程度の地震が起きる可能性が高いとして、注意喚起

しています。 
地震などの自然災害はいつ、どこで発生するか予想が困難ですので、日頃から災害に備えて各自が食

料品等を備蓄しておくことが重要です。災害により水道、電気、ガスなどのインフラが断絶したり、店

舗から食料品等の在庫がなくなることを想定して、飲料水（１日３リットル／人）、肉や魚などの缶詰、

ビスケットやクッキー類、パスタ類、シリアル類、スープ類、インスタント麺類など、１０日分程度の

食料品や飲料水を日頃から備蓄するようお勧めいたします。 
 また、非常時の持ち出し品として、多少の現金、懐中電灯、乾電池、携帯ラジオ、救急セット、常備

薬、タオル、トイレットペーパー、ウェットティッシュ、着替え（下着）、マスク、ビニール袋、雨具、

非常食、飲料水等をリュックタイプの袋にまとめ、ヘルメットや靴と一緒に取り出しやすい場所に保管

しておくこともお勧めいたします。 
さらに、自家用車のガソリンは常に満タンにしておき、避難場所（日本大使公邸やサンホセ日本人学

校等）までの複数の経路を確認しておくなど、不測の事態に備えて、日頃から対策を心がけましょう。 
当館では、自然災害等の緊急事態が発生した際には、メールやＦＭ放送（88.5MHz）で最新の情報を

提供するとともに、在留届で登録されたデータにより安否確認を実施します。住所や電話番号、メール

アドレス等を変更された場合には、お手数ですが当館までご連絡をお願いいたします。また、一時帰国

等で長期間コスタリカを不在にされる場合にもお知らせいただけますと幸甚です。皆様にはお手数をお

かけいたしますが、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。 
 
 
【治安情報８月号】当地新聞より（殺人事件、強盗事件など、毎月の主要な事件について

概要をお知らせしています。） 
 
「男性の銃殺体発見」 

 ８月３日午前５時、リモン県リモン市のひと気のない道路上で、２５歳から３０歳とみられる男性の

死体が発見された。死体には、頭部に２発、背中に３発の銃弾を受けた痕があった。 

 

「警備員の男性、強盗犯に銃撃されて死亡」 

 ８月１１日午後１１時２８分、リモン県ポコシ市にあるバナナ農園において、同園の警備員である２

２歳のニカラグア人男性が、強盗犯に銃撃されて死亡した。強盗犯は警備員が所持していた拳銃を強奪

して逃走した。 



 
「男性２名、銃撃されて負傷」 

 ８月１２日未明、エレディア県エレディア市において、４６歳と４９歳の男性が、近付いてきた車か

ら銃撃を受けて負傷した。 
 
「２０歳の男性、強盗犯に刃物で刺されて負傷」 

 ８月１３日午前４時、サンホセ県モンテス・デ・オカ市にあるモール・サン・ペドロ前の路上におい

て、２０歳の男性が強盗犯に携帯電話を強奪され、刃物で刺されて負傷した。 
 
「太平洋上で麻薬密輸船摘発、コカイン約７００キログラム押収」 

 ８月１３日、プンタレナス県ゴルフィート市プンタ・ブリカから約３４４キロメートル沖の太平洋上

で、麻薬密輸船が摘発され、コカイン約７００キログラムが押収、乗組員のエクアドル人３名が逮捕さ

れた。 

 

「カリブ海上で麻薬密輸船摘発、マリファナ７２４キログラム押収」 

 ８月１３日、リモン県タラマンカ市カウィータから約１３キロメートル沖のカリブ海上で、麻薬密輸

船が摘発され、ジャマイカ産のマリファナ７２４キログラムが押収、乗組員のコスタリカ人３名が逮捕

された。逮捕された３名には、麻薬密輸の前科があった。 

 

「１８歳の男性、銃撃されて死亡」 

 ８月１５日午前１時４０分、プンタレナス県プンタレナス市において、１８歳の男性がバイクに乗っ

た２人組の男から銃撃されて死亡した。 

 
「３０代の男性、銃撃されて死亡」 

 ８月１５日午後５時、サンホセ県オロティーナ市において、３０代の男性がバス停で銃撃され、搬送

先の病院で死亡した。 

 
「２０代の男女、銃撃されて死亡」 

 ８月１５日午後９時、サンホセ県ティバス市において、２７歳の男性と２２歳の女性が車に乗ってい

たところ、後部座席に乗っていたとみられる者から銃撃されて死亡した。銃撃した犯人は、車内の後部

座席及び車を降りてからも銃撃を行ったとみられ、現場には少なくとも１５発の銃弾が残っていた。 
 
「１３歳の少年、流れ弾を受けて負傷」 

 ８月１５日午後９時３０分、サンホセ県モンテス・デ・オカ市にある屋外バスケットコートにおいて、

数人の少年がバスケットボールをしていたところ、１３歳の少年が流れ弾を受けて負傷した。 

 

「６歳の少年、流れ弾を受けて負傷」 

 ８月１６日午前１時４５分、サンホセ県サンホセ市サン・セバスティアン地区において、自宅で寝て



いた６歳の少年が首に流れ弾を受けて負傷した。少年は病院で治療を受け、１８日に自宅へ戻った。 
 
「質屋で強盗未遂」 

 ８月１７日午後２時１５分、リモン県リモン市にある質屋に３人組の強盗が押し入ろうとしたところ、

通りがかった警察官により２人が逮捕された。残りの１人は逃走した。 
 
「白タク運転手の男性、銃撃されて死亡」 

 ８月２１日午後１０時、サンホセ県アラフエリータ市において、２７歳の白タク運転手の男性が、バ

イクに乗った２人組の男から銃撃を受けて死亡した。死亡した男性には強盗の前科があり、犯罪絡みで

殺害されたとみられている。 
 
「２４歳の男性、銃撃されて死亡」 

 ８月２３日午前４時、プンタレナス県コレドーレス市パソ・カヌアス地区において、２４歳の男性が、

近付いてきた車から銃撃され、頭部と背中に銃弾を数発受けてまもなく死亡した。死亡した男性には麻

薬関係の前科があり、報復目的で殺害されたとみられている。 
 
「６０歳の男性、銃撃されて死亡」 

 ８月２４日午後５時５分、サンホセ県モンテス・デ・オカ市のアウトレットモール近くにおいて、車

に乗っていた６０歳の男性が、バイクに乗って近付いてきた男から銃撃を受けた。男性は脚を撃たれ、

出血多量でまもなく死亡した。盗まれた物はなかったが、警察は強盗未遂事件として捜査している。 
 
「２０歳男性と未成年が散歩中に銃撃される」 
２６日午後６時４５分頃，サンホセ市において２０歳男性と未成年が歩いているところ，見知らぬ男

性２人が近寄ってきて銃で撃たれた。 
 
「プンタレナスの山奥でマリファナの大量栽培が発見される」 
 ８月２６日，プンタレナスの山奥でマリファナの大量栽培が見つかった。栽培の範囲は２万１４９３

平米で２１万５千本が押収された。発見者は栽培場所まで徒歩１０日間かけてようやくたどり着いた。

なお，栽培者等の情報についてはわかっていない。 
 
「リモン市における残虐な殺人事件」 
２９日土曜日の午後，リモン市において８歳の男の子が行方不明となり捜査したところ近所に住んで

いる２３歳の男性宅近辺で頭部などが切り落とされる遺体が発見された。容疑者はまもなく発見された

が麻薬の常習犯でその他の前科もあった。なお，近隣の住人はあまりの残酷な殺害に激怒し，容疑者の

自宅を放火した。 
 
「雑貨屋で銃撃戦」 
 ２８日１９時頃，サンホセ県アラフリエ市において，雑貨店に２人の強盗が入り，４４歳中国人の店



主と銃撃戦を行った。幸いにも怪我で済んだ。 
 
「銀行強盗で８千万コロンが盗まれる」 
３０日午前８時頃，エレディア県サラピキ市のナショナル銀行に５人の強盗が押し入り８千万コロン

が盗まれた。また，床に伏せている銀行行員２名が銃で撃たれた。なお，犯人はすでに捕まっており，

犯行のリーダーは過去に警備会社を経営していた。 
以上 

 
 
 
 

◆ 大使館では皆さまからの情報提供をお待ちしています。◆ 
ＴＥＬ： （５０６）２２３２－１２５５   ＦＡＸ： （５０６）２２３１－３１４０ 

E-mail：japon-consulado@sj.mofa.go.jp（大使館領事班） 
または eriko.nishida@mofa.go.jp（西田）まで 


